
 
 

飯田市中学生期の文化芸術・スポーツ活動連携協議会 

第３回文化部会 次第 

日時：令和５年10月２日（月） 

会場：市役所C311～313 

１ 開 会 

 

２ あいさつ（部会長） (3’) 

 

３ 報告事項 （5’） 

（１）7/31協議会の振り返り 

 スポーツ庁・文化庁からの提言 参考資料１ 

 部活動地域移行を見すえた『めざす姿』～中学生のためのより良い文化芸術・スポーツ活動の

場づくりのための取組の全体像～ 参考資料２ 

 休日部活動の地域連携・地域クラブへの段階的な移行イメージ 参考資料３ 

 

４ 協議 （55’） 

 （１）文化部活動の地域クラブへの移行に向けた令和６年度の取組（案）（10’） 資料１ 

ア 拠点校部活動の導入について 

・拠点校部活動エリアモデル 資料２ 

   R5部活動アンケート集計結果 別紙１ 

   長野県地域スポーツ・文化芸術活動推進連絡協議会アンケート結果（情報共有）別紙2-1 

 

イ 地域全体の文化芸術の振興について 

・全市型クラブ（楽しむ場）の検討について 資料３ 

・飯田市の目指す移行モデル 資料４ 

・エンジョイスクエアについて（情報共有） 別紙2-2 

      

○質疑応答（10’） 

     

○意見交換 

全市型クラブ（様々な分野にチャレンジする場）をどのようにして作っていくか （35’） 

 

 

５ アドバイザーからのお話 （10’） 

 

 

６ その他、連絡 （5’） 

（1）今後の進め方について 

   ・関係団体との協議   ～11 月       校長会、各団体等との個別協議、推進計画検討 

・協議会本部会     11 月 16 日(木)   推進計画(素案)提示、意見集約～12 月末 

   ・協議会本部会(全体会) ２月中旬 ※予定  推進計画案(案)提示、意見集約～3月中旬 

   ・推進計画策定     ３月末 ※予定 

 

 （2）その他 

 

７ 閉 会 
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氏　　名 所属団体等 備　　考 本部会

飯野
い い の

　雄一郎
ゆういちろう

飯田市教頭会（鼎中学校） 文化部会

今村
いまむら

　光利
みつとし

伊那谷研究団体協議会 本部会・文化部会 ○

大澤
おお さわ

　幸弘
ゆ き ひ ろ

飯伊吹奏楽連盟事務局 本部会・文化部会 ○

亀井
か め い

 裕太郎
ゆう た ろう 

飯田市公民館主事会（松尾公民館） 文化部会

木田　敬貴
 き だ　    たか き

NPO法人いいだ人形劇センター事務局 文化部会

桑原
くわばら

　利彦
としひこ

ＩＩＤＡ　ＷＡＶＥ 文化部会

塩澤
しおざわ

　哲夫
てつお

飯田文化協会 本部会・文化部会 ○

下島
しもじま

　昌子
まさ こ

下伊那合唱事務局 文化部会

手塚
て づ か

　俊尚
としなお

南信美術会（飯田市美術博物館） 本部会・文化部会 ○

牧島
まきしま

　晃
あきら

学校法人コア学園飯田コアカレッジ 本部会・文化部会 ○

三浦
 み うら

　宏子
ひろ こ

おもしろ科学工房 本部会・文化部会 ○

山﨑
やまざき

　啓
けい

飯田市校長会（竜丘小学校） 本部会・文化部会 ○

山
や ま

﨑
ざ き

　久
ひ さ

孝
た か

飯田市PTA連合会(遠山中学校） 文化部会

内田
うち だ

　総一郎
そういちろう

南信教育事務所飯田事務所指導主事 アドバイザー

伊藤　弘 飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課長

本島　秀勇 飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課長補佐

樋口　晋哉 飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課主査

賜　正俊 部活動地域移行支援コーディネーター

白井　美樹 飯田文化会館

令和５年度　飯田市中学生期の文化芸術・スポーツ活動連携協議会委員
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1 
 

会
 

議
 

録
 

会
議

の
名

称
及

び
会

議
の

回
 
第
２
回
飯
田
市
中
学
生
期
の
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
連
携
協
議
会
 
文
化
部
会
 

開
催

日
時

 
令

和
５

年
７

月
31

日
（

月
）

 
午

後
７

時
０

０
分

～
８

時
４

５
分

 

開
催

場
所

 
飯

田
市

役
所

3
階

 
C3

11
-C
3
13

会
議

室
 

出
席

委
員

氏
名

 
 

別
紙

名
簿

 

欠
席

委
員

氏
名

 
 

今
村

光
利

氏
、

桑
原

利
彦

氏
 

傍
聴

者
 

な
し

 

出
席

事
務

局
職

員
氏

名
 

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
課

 
伊

藤
課

長
、

本
島

補
佐

、
樋

口
主

事
、

賜
部

活
動

地
域
移

行
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

会
議

の
概

要
 

以
下

の
と

お
り

 

 ○
協

議
・

確
認

事
項

さ
れ

た
こ

と
 

①
め

ざ
す

姿
（

理
念

・
モ

デ
ル

）
と

そ
れ

に
向

け
た

進
め

方
に

つ
い

て
 

 
 

・
R７

年
度

末
ま

で
に

、
休

日
部

活
動

は
な

く
な

る
。

 

 
 

・
将

来
的

に
は

平
日

部
活

動
も

地
域

へ
移

行
を

進
め

て
い

く
。

 

 
②

生
徒

の
主

体
性

を
引

き
出

す
活

動
イ

メ
ー

ジ
の

共
有

 

 
 

・
地

域
と

の
関

わ
り

が
生

徒
の

主
体

性
を

引
き

出
す

。
 

 
 

・
生

徒
の

参
加

が
地

域
活

動
の

活
性

化
に

も
繋

が
る

。
 

 
 
・
文

化
系

部
活

動
の

場
合

、「
所

属
感

」
を

求
め

て
い

る
生

徒
が

多
く

、「
ゆ

る
さ

」
が

主
体

性
を

引
き

出
す

ポ
イ

ン

ト
に

な
る

。
 

 １
 

開
会

 
（

進
行

：
生

涯
学

習
・

ス
ポ

ー
ツ

課
 

伊
藤

課
長

）
 

 ２
 

挨
拶

 
（

塩
澤

部
会

長
）

 

 ３
 

報
告

事
項

 
（

事
務

局
 

樋
口

主
事

）
 

 
（

１
）

第
１

回
飯

田
市

中
学

生
期

の
文

化
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

活
動

連
携

協
議

会
の

会
議

録
に

つ
い

て
 

 
 

 
～

事
務

局
よ

り
説

明
～

 
 

→
補

足
・

意
見

等
な

し
 

  
（

２
）

こ
れ

ま
で

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
 

（
賜

部
活

動
地

域
移

行
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

 

・
学

校
、

保
護

者
、

地
域

指
導

者
の

意
識

醸
成

に
つ

い
て

 

中
学

校
部

活
動

運
営

委
員

会
（

5
/2

鼎
中

、
5
/1

1
緑

ヶ
丘

中
、

5
/1

8
高

陵
中

、
8
/1

旭
ヶ

丘
中

）
 

P
TA

講
演

会
等

へ
の

説
明

（
4/

8
飯

伊
PT

A
連

合
会

、
6
/1
1
下

久
堅

小
学

校
）

 

・
先

進
地

視
察

 

7
/1

1 
千

曲
市

へ
の

視
察

報
告

 
 

→
補

足
・

意
見

等
な

し
 

 ４
 

協
議

 

（
１

）
事

例
紹

介
 

①
事

例
発

表
 

竜
峡

中
学

校
美

術
部

の
活

動
紹

介
「

地
域

と
の

連
携

」
美

術
部

顧
問

：
百

瀬
先

生
、

南
信

美
術

会
：

手
塚

先
生

 

 
 

 
～

事
例

発
表

～
 

2 
  

 
【

百
瀬

先
生

よ
り

】
 

 
 

 
ア

 
竜

峡
中

美
術

部
に

つ
い

て
 

 
 

 
（

ア
）

部
員

数
・

様
子

 

 
全

校
1
45

名
の

う
ち

、
美

術
部

は
22

名
が

所
属

。
生

徒
の

中
に

は
、

社
会

体
育

や
塾

な
ど

に
通

う
生

徒
も

多
く

、
普

段
の

活
動

に
は

15
名

程
度

が
参

加
。

 

 
 

 
（

イ
）

活
動

方
針

 

「
社

会
に

生
き

る
美

術
の

場
や

作
品

を
つ

く
り

出
す

」
 

⇒
日

頃
か

ら
「

こ
こ

に
私

た
ち

の
作

品
を

飾
り

た
い

」
と

い
う

目
線

を
持

っ
て

過
ご

す
こ

と
「

こ
の

作
品

は

こ
こ

に
飾

り
た

い
」
と

い
う

目
線

を
持

っ
て

制
作

活
動

に
取

り
組

む
よ

う
指

導
し

て
お

り
、
技

能
の

向
上

に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

地
域

で
学

び
、

学
ん

だ
こ

と
を

地
域

に
広

げ
る

こ
と

も
大

切
に

し
て

い
る

。
 

 
 

 
（

ウ
）

活
動

内
容

 

○
令

和
３

年
度

 

絵
を

額
縁

に
入

れ
て

飾
る
「

校
内

展
示

」
、
共

同
制

作
活

動
（

美
術

部
旗

）
、
飯

田
市

美
術

博
物

館
 

作

品
見

学
、
天

竜
峡

写
生

大
会
（

夏
休

み
）
、
川

路
地

区
文

化
祭

作
品

展
示
（

川
路

公
民

館
）
、
ヘ
ブ

ン
ス

そ

の
は

ら
コ

ラ
ボ

「
森

の
中

の
美

術
展

」
 

○
令

和
４

年
度

 

「
校

内
展

示
」「

共
同

制
作

活
動
（

５
メ

ー
ト

ル
作

品
）」

、
飯

田
市

美
術

博
物

館
（

春
草

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
現

代
の

創
造

展
）
、
川

路
地

区
文

化
祭

作
品

展
示
（

川
路

公
民

館
）
、
三

穂
地

区
文

化
祭

作
品

展
示

（
三

穂
公

民
館

）
 

【
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

活
動

】
 

「
オ

リ
ジ

ナ
ル

紙
コ

ー
ス

タ
ー

作
り

」
を

ヘ
ブ

ン
ス

そ
の

は
ら

、
三

穂
公

民
館

で
実

施
。

 

 
 

 
 

 
 
○

令
和

５
年

度
 

 
 

 
 

 
 
「

校
内

展
示

」「
共

同
制
作

活
動
（

美
術

部
旗

）
」
、
飯

田
市

美
術

博
物

館
見

学
（

春
草

作
品

、
手

塚
先

生

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）
、

豊
田
市

美
術

館
見

学
（
「

吹
け

ば
風

」
展

、
澤

田
華

さ
ん

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

 

【
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

活
動

】
 

「
桜

の
草

木
染

め
体

験
」
（
補

助
）

佐
倉

さ
ま

桜
ま

つ
り

（
北

方
地

区
）

 

「
オ

リ
ジ

ナ
ル

紙
リ

ー
ス

作
り

」
桜

街
道

桜
ま

つ
り

（
龍

江
地

区
）

 

「
校

区
の

小
学

生
交

流
会

」
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
か

わ
ら

ん
べ

）
9/

19
 

「
結

ア
ー

ト
展

（
障

が
い

者
ア

ー
ト

展
）」

ム
ト

ス
ぷ

ら
ざ

展
示

 
9
月

 

 
 

 
 

（
エ

）
活

動
を

通
じ

て
感

じ
て

い
る

こ
と

 

 
 

 
 

 
 

「
地

域
で

行
う

活
動

に
よ

り
循

環
が

起
こ

る
」

 

 
 

 
 

 
 

 
例

１
：

地
域

の
方

に
認

め
て

も
ら

う
こ

と
が

、
生

徒
の

自
己

肯
定

感
の

向
上

に
繋

が
る

 

 
 

 
 

 
 

 
例

２
：

地
域

か
ら

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
オ

フ
ァ

ー
が

も
ら

え
る

 

 
 

 
 

 
 

 
例

３
：

謝
礼

を
い

た
だ

き
、

豊
田

市
美

術
館

へ
行

く
バ

ス
代

の
一

部
に

な
っ

た
 

 
 

 
 

 
 

 
⇒

次
の

活
動

に
つ

な
が

る
（

学
ぶ

機
会

が
増

え
る

、
新

た
な

目
的

が
生

ま
れ

る
）

 

 
 

 
 

（
オ

）
生

徒
が

大
切

に
し

て
い

る
こ

と
（

生
徒

の
様

子
か

ら
）

 

 
「

自
分

の
描

き
た

い
こ

と
、

や
り

た
い

こ
と

を
実

現
す

る
時

間
」

の
確

保
。

 

 
仲

間
と

と
も

に
、

話
を

し
な

が
ら

、
安

心
感

や
所

属
感

を
も

っ
て

活
動

す
る

こ
と

。
 

 
「

美
術

」
が

好
き

。
も

っ
と

技
能

を
高

め
た

い
と

い
う

生
徒

も
い

る
が

、
い

つ
で

も
教

え
ら

れ
た

い
訳

で
は

な
く

、
必

要
な

時
に

教
え

て
ほ

し
い

。
 

 
 

 
 

（
カ

）
顧

問
と

し
て

大
切

に
し

て
い

る
こ

と
 

「
社

会
に

生
き

る
美

術
の

場
や

作
品

を
つ

く
り

出
す

経
験

を
さ

せ
た

い
」

 

 
展

示
・

公
開

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

作
品

つ
く

り
を

意
識

さ
せ

る
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3 
 

 
展

示
の

場
の

確
保
（

→
顧

問
が

交
渉

し
た

場
も

あ
っ

た
）（

校
内

、
地

域
公

民
館

、
ヘ

ブ
ン

ス
そ

の
は

ら
、

ム
ト

ス
ぷ

ら
ざ

）
 

 
講

義
的

で
は

な
い

、
「

ゆ
る
さ

」
の

あ
る

雰
囲

気
づ

く
り

 

 
地

域
に

出
る

活
動

を
増

や
す

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
美

術
館

ツ
ア

ー
）

 

⇒
飯

田
市

美
術

博
物

館
と

の
継

続
的

な
連

携
、

公
民

館
主

事
と

の
連

携
・

繋
が

り
 

 
「

や
り

た
い

こ
と

」
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

（
様

々
な

分
野

の
作

品
制

作
）

 

 
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

活
動

の
発

信
（

信
毎

２
回

、
南

信
州

２
回

、
中

日
１

回
）

 

 
 

 
イ

 
美

術
部

の
活

動
を

地
域

移
行

し
て

い
く

場
合

に
意

識
し

た
い

こ
と

 

 
大

枠
の

「
目

的
」
「

目
標

」
の

設
定

を
行

う
。

 

（
例

：
社

会
に

生
き

る
美

術
の

場
や

作
品

を
つ

く
り

出
す

経
験

を
さ

せ
た

い
）

 

 
生

徒
が

「
や

り
た

い
こ

と
」

を
実

現
で

き
る

環
境

づ
く

り
。
（

個
別
、

学
年

、
全

員
の

グ
ル

ー
プ

分
け

を
丁

寧
に

し
て

い
く

必
要

あ
り

）
 

 
あ

る
程

度
の

「
ゆ

る
さ

」
（
安

心
感

）
、
「
一

体
感

」
（

⇒
所

属
感

）
を

作
り

出
す

。
 

 
目

的
に

合
わ

せ
、
活

動
を

徐
々

に
生

徒
と

決
め

出
す

。（
あ

る
程

度
は

指
導

者
か

ら
の

提
案

も
あ

り
得

る
。
）

※
人

数
が

課
題

 

【
手

塚
先

生
よ

り
】

 

ア
 

美
術

系
部

活
動

地
域

連
携

の
現

状
と

課
題

 

 
美

術
系

部
活

が
地

域
と

連
携

す
る

こ
と

は
難

し
く

、
現

在
中

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

活
動

は
な

い
。
竜

峡
中

学

校
の

美
術

部
の

活
動

は
特

別
進

ん
で

い
る

。
 

 
南

信
美

術
会

で
は

、
次

世
代

育
成

事
業

と
し

て
南

信
美

術
展

に
ジ

ュ
ニ

ア
部

門
(高

校
生

)を
設

け
て

各
校

の

美
術

部
に

出
品

を
呼

び
か

け
、
作

品
の

発
表

会
を

大
人

と
一

緒
に

行
っ

て
い

る
。
高

校
生

が
加

わ
る

こ
と

に

よ
っ

て
美

術
展

に
活

気
が

出
て

く
る

。
 

 
美

術
の

活
動

が
学

校
（

授
業

・
部

活
動

）
の

中
に

収
め

ら
れ

て
い

て
外

に
出

る
こ

と
が

あ
ま

り
な

い
。

 

 
美

術
・
芸

術
活

動
を

し
て

い
る

年
配

の
方

も
「

物
足

り
な

さ
」
を

感
じ

て
お

り
、
自

分
た

ち
が

楽
し

か
っ

た

こ
と

を
若

い
世

代
に

も
伝

え
た

い
と

も
思

っ
て

い
る

。
 

 
 

 
イ

 
体

験
機

会
の

創
出

に
向

け
て

具
体

的
な

方
策

と
し

て
考

え
ら

れ
る

こ
と

 

 
 

 
 

（
ア

）
美

博
で

の
美

術
部

の
活

動
の

受
入

れ
 

 
学

校
の

部
活

動
単

位
で

の
受

け
入

れ
を

行
っ

て
い

る
が

、
顧

問
の

先
生

の
考

え
方

に
左

右
さ

れ
て

し
ま

い
、

顧
問

が
代

わ
る

と
途

絶
え

て
し

ま
う

事
が

あ
る

。
 

 
 

 
 

（
イ

）
飯

田
市

美
術

博
物

館
主

催
「

中
学

生
造

形
教

室
」

 

 
 

 
 

 
 

・
令

和
５

年
度

は
８

名
（

定
員

15
名

）
が

参
加

し
て

い
る

。
年

６
、

７
回

の
活

動
。

 

 
 

 
 

（
ウ

）
飯

田
創

造
館

機
能

の
旧

地
場

産
移

転
の

課
題

と
関

連
さ

せ
て

 

 
 

 
 

 
 

・
飯

田
創

造
館

の
移

転
が

話
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

 

～
質

疑
応

答
～

 

（
委

員
）

 

 
昨

今
、

部
活

動
の

活
動

時
間

が
減

少
し

て
い

る
な

か
、

こ
れ

だ
け

の
活

動
を

ど
の

よ
う

に
実

施
さ

れ
て

い
る

の
か

。

工
夫

さ
れ

て
い

る
点

等
あ

れ
ば

教
え

て
頂

き
た

い
。

 

 
「

ゆ
る

さ
」
と

い
う

の
は

大
事

な
キ

ー
ワ

ー
ド

に
な

る
と

思
う

が
、「

た
る

ん
で

い
る

の
で

は
な

い
か

」
と

い
う

軋
轢

を
受

け
る

こ
と

は
な

い
か

。
も

し
、

あ
る

と
す

れ
ば

ど
の

よ
う

に
対

処
さ

れ
て

い
る

か
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

（
百

瀬
先

生
）

 

 
土

日
の

活
動

は
月

に
１

回
あ

る
か

な
い

か
。
２

時
間

の
部

活
の

中
で

何
を

や
り

た
い

か
を

整
理

し
た

り
、
イ

ベ
ン

ト

等
で

忙
し

く
な

り
そ

う
な

時
だ

け
土

日
の

部
活

動
を

や
っ

て
い

た
。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
手

法
に

つ
い

て
は

、
美

博

（
専

門
機

関
）

に
相

談
し

、
鑑

賞
だ

け
で

な
く

、
活

動
の

た
め

の
学

び
の

時
間

と
し

て
活

用
さ

せ
て

頂
い

た
の

で
、
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ス
ム

ー
ズ

に
活

動
に

繋
げ

ら
れ

た
。

 

 
「

ゆ
る

さ
」
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

活
動

が
ゆ

る
か

っ
た

の
で

、
今

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
、
む

し
ろ

周
囲

か

ら
褒

め
ら

る
こ

と
が

多
い

。
 

（
委

員
）

 

 
「

ゆ
る

さ
」
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
と

思
う

。
大

人
も

欲
張

っ
て

用
意

し
な

い
よ

う
、
子

ど
も

達
の

希
望

を
聞

き
な

が

ら
ゆ

る
く

準
備

・
手

配
す

る
こ

と
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
と

感
じ

た
。

あ
ま

り
立

派
な

こ
と

を
並

べ
る

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
の

側
に

立
っ

て
活

動
し

て
い

る
こ

と
が

百
瀬

先
生

の
素

晴
ら

し
い

と
こ

ろ
だ

と
感

じ
た

。
 

 
（

委
員

）
 

 
個

々
が

や
り

た
い

こ
と

、
先

生
が

や
ら

せ
た

い
こ

と
の

折
り

合
い

を
ど

う
や

っ
て

取
っ

て
い

る
の

か
お

聞
き

し
た

い
。
 

 
（

百
瀬

先
生

）
 

 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、
佐

久
市

の
岩

村
田

高
校

や
松

川
村

立
松

川
中

学
校

の
活

動
を

参
考

に
、
地

域
と

繋

が
る

活
動

を
や

り
た

い
と

思
い

、
そ

れ
を

生
徒

に
伝

え
た

。
最

初
は

騙
し

騙
し

で
生

徒
に

声
を

か
け

て
始

め
た

が
、

実
際

に
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

い
て

み
る

と
上

手
く

い
か

な
か

っ
た
（

声
を

か
け

て
も
「

時
間

が
な

い
と

言
っ

て
断

ら
れ

る
」
、
説

明
が

上
手

く
で

き
な

い
）
。
し

か
し

、
上

手
く

い
か

な
く

て
悔

し
か

っ
た

経
験

が
生

徒
の

変
化

に
繋

が

り
、

２
回

目
、

３
回

目
に

繋
が

っ
た

。
 

 
個

人
の

活
動

に
つ

い
て

は
、
平

日
の

活
動

に
つ

い
て

は
何

を
し

て
も

良
い

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
生

徒
達

が
「

今
日

は
勉

強
を

す
る

日
」
「

発
表
に

向
け

て
制

作
を

す
る

日
」

と
い

う
の

を
自

然
と

切
り

分
け

が
出

来
て

い
る

。
 

（
委

員
）

 

 
授

業
も

や
り

な
が

ら
、
こ

れ
だ

け
部

活
動

を
や

っ
て

い
て

先
生

自
身

大
変

で
は

な
い

か
。
ま

た
、
上

級
生

が
下

級
生

を
教

え
な

が
ら

の
活

動
や

、
先

生
が

た
ま

に
指

導
に

入
り

、
地

域
と

結
ぶ

よ
う

な
活

動
は

可
能

な
の

か
。

 

（
百

瀬
先

生
）

 

 
美

術
部

の
場

合
、
美

術
部

の
指

導
の

傍
ら

、
授

業
の

準
備

も
で

き
る

た
め

、
負

担
感

は
あ

ま
り

な
い

。
地

域
で

の
活

動
に

つ
い

て
も

、
何

回
か

や
る

う
ち

に
地

域
の

方
に

も
分

か
っ

て
頂

け
て

お
り

、
打

ち
合

わ
せ

が
不

要
に

な
る

な
ど

負
担

感
は

少
な

く
で

き
て

い
る

。
テ

ニ
ス

部
の

先
生

等
は

外
で

つ
き

っ
き

り
で

指
導

し
て

い
る

の
で

大
変

そ
う

。
 

 
基

本
的

に
は
「

学
校

班
」
と

し
て

平
日

の
活

動
を

し
、
合

同
練

習
と

し
て

月
１

で
活

動
を

す
る

と
い

う
千

曲
市

の
実

践
事

例
に

つ
い

て
は

、
美

術
部

に
つ

い
て

は
問

題
は

少
な

い
と

思
わ

れ
る

。
 

 
む

し
ろ

顧
問

が
転

勤
に

な
っ

た
時

に
活

動
を

ど
う

繋
い

で
い

く
か

を
考

え
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
と

感
じ

る
。

 

 
先

輩
が

後
輩

に
教

え
て

い
く

と
い

う
部

分
に

つ
い

て
は

、
運

動
部

は
多

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
美

術
部

の
場

合
は

あ

ま
り

見
ら

れ
な

い
。

 

 
（

委
員

）
 

 
先

日
、
本

を
読

ん
で

い
て
「

部
活

動
は

有
効

な
教

育
活

動
で

は
あ

る
が

、
教

育
課

程
で

は
な

い
」
と

い
う

こ
と

を
知

っ
て

衝
撃

を
受

け
た

。
そ

う
で

あ
る

と
す

る
な

ら
ば

、
や

は
り

も
っ

と
授

業
に

力
を

入
れ

て
、
嫌

い
に

な
ら

な
い

よ

う
な

授
業

を
し

っ
か

り
と

先
生

が
そ

こ
で

や
っ

て
い

た
だ

く
の

が
第

一
で

は
な

い
か

。
そ

こ
で

も
足

り
な

け
れ

ば
、

地
域

に
出

て
よ

り
幅

広
い

活
動

に
参

加
し

て
い

く
い

く
と

い
う

風
に

し
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

 
（

賜
部

活
動

地
域

移
行

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
 

 
お

っ
し

ゃ
る

通
り

、
学

校
の

教
え

る
内

容
は

、
学

習
指

導
要

領
に

あ
る

程
度

規
定

さ
れ

て
い

る
。
そ

の
中

で
、
部

活

動
は

、「
学

校
教

育
の

一
環

で
あ

る
」
と

い
う

文
言

が
あ

る
た

め
に

、
学

校
の

中
で

行
っ

て
き

た
が

、
教

育
課

程
の

中

に
組

み
込

ま
れ

て
い

る
訳

で
は

な
く

先
生

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

部
活

動
を

支
え

て
き

た
。
た

だ
、
学

校
教

育
の

一
環

と
し

て
、
部

活
動

の
担

っ
て

い
た

役
割

は
か

な
り

大
き

い
も

の
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
先

ほ
ど

の
百

瀬
先

生

の
話

の
中

で
も

、
所

属
感

や
安

心
感

と
い

う
話

が
あ

っ
た

が
、
部

活
動

は
、
教

室
の

授
業

だ
け

で
は

感
じ

ら
れ

な
い

仲
間

と
一

緒
に

取
り

組
む

良
さ

や
、
継

続
し

て
や

り
抜

く
こ

と
等

、
色

々
な

こ
と

を
担

っ
て

い
た

。
こ

う
し

た
部

分

も
大

事
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
課

題
の

部
分

も
明

る
み

に
出

始
め

た
て

お
り

、
こ

の
ま

ま
で

は
立

ち
行

か
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
学

校
の

先
生

た
ち

も
「

授
業

に
も

っ
と

集
中

す
る

べ
き

」
と

い
う

お
話

も
あ

っ
た

が
、
ま

さ

-4-
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に
そ

の
通

り
で

、
授

業
が

第
一

だ
が

、
そ

れ
以

外
に

も
生

徒
指

導
の

対
応

や
不

登
校

の
生

徒
へ

の
対

応
等

、
様

々
な

こ
と

が
押

し
寄

せ
て

き
て

お
り

、
な

か
な

か
そ

こ
に

向
か

え
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

る
。
生

徒
と

向
き

合
う

時
間

が

あ
ま

り
確

保
で

き
な

い
と

い
う

よ
う

な
こ

と
も

あ
り

、
こ

う
し

た
こ

と
も

含
め

て
部

活
動

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
時

期
に

来
て

い
る

と
い

う
こ

と
は

間
違

い
な

い
。
「

部
活

動
だ

け
変

え
れ

ば
働

き
方

改
革

に

な
る

の
か

」
、「

部
活

動
だ

け
変

え
れ

ば
先

生
た

ち
が

授
業

に
集

中
で

き
る

の
か

」
と

い
う

と
そ

う
で

は
な

い
が

、
１

つ
の

き
っ

か
け

（
窓

口
）

と
し

て
真

剣
に

考
え

て
い

く
必

要
の

あ
る

問
題

だ
と

認
識

し
て

い
る

。
 

（
委

員
）

 

 
現

場
の

先
生

方
は

ど
う

い
う

風
に

捉
え

ら
れ

て
い

る
か

。
 

（
賜

部
活

動
地

域
移

行
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

 

 
粋

に
感

じ
て

や
っ

て
い

た
先

生
も

い
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
全

て
の

先
生

で
は

な
い

が
。
生

徒
と

同
じ

気
持

ち

を
共

有
で

き
る

場
で

あ
っ

た
の

は
間

違
い

な
い

と
思

う
。
た

だ
、
家

庭
が

犠
牲

に
な

っ
て

い
た

り
、
地

域
活

動
に

参

加
で

き
な

か
っ

た
り

と
い

う
こ

と
も

起
き

て
い

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
問

題
は

山
積

み
で

あ
る

と
捉

え
て

い
る

。
 

（
塩

澤
座

長
）

 

 
現

役
の

先
生

方
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

 

 
（

委
員

）
 

 
吹

奏
楽

部
が

持
て

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
は

楽
し

か
っ

た
が

、
他

の
部

活
動

の
顧

問
は

負
担

に
感

じ
て

い
た

。
 

 
教

え
た

い
先

生
も

お
そ

ら
く

大
勢

い
る

と
思

う
。
こ

う
し

た
先

生
方

を
地

域
と

連
携

し
な

が
ら

有
効

活
用

し
て

い
け

る
と

良
い

。
全

員
一

律
に

と
い

う
の

で
は

な
く

、
苦

手
な

先
生

も
い

る
だ

ろ
う

し
、
子

育
て

に
忙

し
い

時
期

や
年

代

も
あ

る
と

思
う

の
で

、
柔

軟
に

考
え

て
い

け
る

と
良

い
。

 

（
委

員
）

 

 
部

活
を

通
し

て
生

徒
を

育
て

た
り

、
粋

に
感

じ
て

い
た

り
す

る
先

生
も

い
る

。
た

だ
、
家

庭
が

大
変

だ
と

い
う

先
生

も
お

り
、

一
律

に
で

き
な

い
と

い
う

の
は

そ
の

通
り

だ
と

思
う

。
 

（
賜

部
活

動
地

域
移

行
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

 

 
「

楽
し

か
っ

た
」
と

い
う

先
生

も
い

る
が

、
６

割
以

上
の

先
生

た
ち

が
自

分
の

専
門

で
な

い
（

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
）

部
活

動
を

教
え

て
い

る
と

い
う

デ
ー

タ
あ

り
、

苦
し

さ
を

感
じ

て
い

る
先

生
も

多
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
 

 
（

委
員

）
 

 
（

千
曲

市
の

事
例

の
）
先

生
方

の
登

録
制

は
す

ご
く

良
い

と
思

っ
た

。
先

生
も

残
業

が
減

り
、
得

意
な

こ
と

を
生

か

し
、

そ
こ

に
子

ど
も

達
が

集
ま

っ
て

活
動

で
き

る
と

い
う

の
は

一
つ

の
可

能
性

と
し

て
良

い
と

感
じ

た
。

 

 
（

委
員

）
 

 
百

瀬
先

生
の

発
表

は
、
美

術
部

だ
け

で
な

く
他

の
色

ん
な

部
に

対
し

て
も

同
じ

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
私

は
科

学
の

体
験

活
動

を
し

て
お

り
、
あ

る
学

校
の

先
生

に
「

私
た

ち
が

毎
回

来
な

く
て

も
先

生
た

ち
が

や

り
方

を
覚

え
て

広
め

て
も

ら
え

れ
ば

い
い

の
で

は
」
と

い
う

話
を

し
た

こ
と

が
あ

る
が

、「
そ

れ
は

違
う

」
と

言
わ

れ

た
こ

と
が

あ
る

。
そ

の
先

生
か

ら
は

、
「

地
域

で
育

っ
た

も
の

を
先

生
が

持
っ

て
い

る
と

人
事

異
動

し
て

し
ま

う
の

で
、
そ

こ
に

根
付

か
な

い
」
と

言
わ

れ
た

。
地

域
に

そ
う

い
う

好
き

な
人

を
育

て
る

こ
と

で
、
地

域
の

協
力

者
が

現

れ
る

。
私

も
地

域
の

人
達

を
育

て
た

い
と

思
っ

て
活

動
し

て
き

て
、
協

力
者

も
か

な
り

現
れ

て
き

て
い

る
。
部

活
動

改
革

の
取

り
組

み
は
「

地
域

移
行

」
で

は
な

く
、「

地
域

で
新

し
い

も
の

を
育

て
る

」
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
る

。
な

の

で
、
先

生
が

関
わ

っ
て

く
れ

て
い

る
う

ち
に

地
域

の
人

達
を

育
て

て
い

た
だ

き
た

い
。
協

力
者

を
育

て
、
そ

れ
が

広

が
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

。
 

 
バ

ス
で

研
修

に
行

っ
た

研
修

に
行

っ
た

こ
と

は
す

ご
く

立
派

な
こ

と
だ

と
感

じ
た

。
「

今
や

っ
て

い
る

勉
強

の
も

う

一
歩

先
を

行
き

た
い

」
と

い
う

こ
と

で
子

ど
も

達
を

外
へ

連
れ

て
い

っ
た

こ
と

は
素

晴
ら

し
い

。
ま

た
、
自

分
達

で

お
金

を
生

み
出

し
て

、
そ

れ
を

費
用

に
充

て
る

と
い

う
考

え
方

も
素

晴
ら

し
い

と
思

っ
た

。
 

 
一

緒
に

活
動

す
る

中
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
様

子
か

ら
、

中
学

生
は

自
分

の
や

る
べ

き
こ

と
が

分
か

っ
て

お
り

、

子
ど

も
で

な
く

、
大

人
に

踏
み

出
し

て
い

る
。

な
の

で
、

竜
峡

中
美

術
部

の
よ

う
な

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
、
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ま
た

次
の

こ
と

を
や

り
た

い
と

い
う

風
に

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

し
て

い
く

様
子

が
す

ご
く

分
か

る
。
こ

う
い

っ
た

取

組
が

地
域

に
根

付
く

よ
う

な
方

向
性

に
持

っ
て

い
た

だ
け

る
と

嬉
し

い
と

感
じ

た
。

 

 
（

塩
澤

座
長

）
 

 
私

た
ち

が
物

事
を

考
え

る
時

に
、
つ

い
自

分
が

中
学

生
だ

っ
た

時
を

基
準

に
考

え
が

ち
だ

が
、
今

の
中

学
生
・
高

校

生
は

大
人

が
思

い
も

つ
か

な
か

っ
た

よ
う

な
す

ご
い

こ
と

も
で

き
る

。
楽

し
み

で
あ

り
な

が
ら

、
大

人
ぶ

っ
て
「

あ

あ
で

も
な

い
」「

こ
う

で
も

な
い

」
と

言
っ

て
い

る
の

も
少

し
違

う
気

も
し

て
き

て
い

る
。

 

 （
２

）
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
（

賜
部

活
動

地
域

移
行

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
 

 
先

日
、
地

域
ク

ラ
ブ

の
移

行
に

向
け

た
担

当
者

会
議

で
、
長

野
県

か
ら
「

休
日

の
学

校
部

活
動

を
令

和
８

年
度

末
を

目
途

に
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

に
移

行
す

る
」
と

の
方

針
が

示
さ

れ
た

。
国

は
令

和
７

年
度

末
と

し
て

い
た

が
、
長

野
県

は
各

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
１

年
猶

予
を

設
け

た
。

 

 
飯

田
市

と
し

て
は

、
令

和
７

年
度

末
に

は
休

日
部

活
動

の
地

域
移

行
を

進
め

、
令

和
８

年
度

に
地

域
移

行
し

た
形

で

動
き

出
せ

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

平
日

は
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
移

行
を

進
め

る
。

 

→
補

足
・

意
見

等
な

し
 

 （
３

）
グ

ル
ー

プ
協

議
 

【
１

グ
ル

ー
プ

】
 

 
百

瀬
先

生
の

発
表

は
素

晴
ら

し
い

と
思

う
。
特

に
「

ゆ
る

さ
」「

帰
属
意

識
」（

を
大
切

に
し

て
い

る
点

）
。
ど

こ
か

で

は
繋

が
っ

て
い

た
い

と
い

う
子

は
多

い
。
自

校
以

外
の

生
徒

も
部

活
動

と
し

て
受

け
入

れ
て

や
っ

て
い

く
と

し
た

ら
、

素
晴

ら
し

い
こ

と
だ

と
思

う
が

、
現

在
の

中
学

校
の

生
徒

の
気

持
ち

を
考

え
る

と
難

し
い

面
も

あ
る

と
思

う
。
し

か

し
な

が
ら

、
方

向
性

と
す

る
と

間
違

い
が

な
い

方
向

性
だ

と
思

う
。

 

 
子

ど
も

が
地

域
で

あ
て

に
さ

れ
る

と
い

う
の

が
良

い
。
こ

の
地

域
の

た
め

に
な

ん
と

か
し

よ
う

っ
て

思
い

が
出

て
く

る
。
い

い
部

活
（

の
取

組
）
だ

と
思

う
が

、
そ

の
部

活
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
の

は
先

生
。
そ

れ
を

地
域

で
や

ろ

う
と

す
る

と
お

金
が

か
か

る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
は

「
と

て
も

無
理

」
で

絶
対

終
わ

っ
て

し
ま

う
。

 

 
実

は
土

日
に

部
活

を
や

り
た

く
な

い
と

い
う

先
生

も
い

る
。
土

日
、
例

え
ば

登
録

制
に

な
っ

た
と

し
た

ら
、
や

ら
な

い
先

生
も

い
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
吹

奏
楽

部
は

土
日

の
活

動
を

絶
対

や
っ

て
い

る
（

や
り

た
い

先
生

が
顧

問
を

さ
れ

て
い

る
の

で
）。

美
術

部
は

、
ほ

ぼ

や
ら

な
い

。
し

か
し

、
例

え
ば

月
に

1
回

と
か

、
月

に
2
回

と
か

、
目

標
立

て
て

制
作

活
動

を
行

う
と

い
う

こ
と

は

あ
り

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
今

ま
で

の
よ

う
な

学
校

対
抗

の
大

会
に

つ
い

て
、
今

は
移

行
期

で
、
学

校
も

地
域

ク
ラ

ブ
も

大
会

に
参

加
で

き
る

こ

と
で

運
用

さ
れ

て
い

る
が

、
最

終
的

に
は

地
域

と
な

る
と

思
う

。
そ

こ
の

と
こ

ろ
が

は
っ

き
り

し
な

い
の

が
、
地

域

移
行

の
ネ

ッ
ク

の
ひ

と
つ

と
な

っ
て

い
る

よ
う

な
気

が
す

る
。

 

 
人

件
費

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
安

く
あ

げ
よ

う
と

思
っ

た
ら

そ
れ

は
無

理
。
た

だ
、
地

域
側

も
受

入
の

課
題

と
し

て

高
齢

化
と

い
う

こ
と

も
あ

る
。

 

 【
２

グ
ル

ー
プ

】
 

・
異

年
齢

の
中

で
活

動
す

る
こ

と
で

生
徒

は
成

長
し

て
く

。
多

様
な

人
と

活
動

で
き

る
場

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
を

考

え
た

い
。

 

・
吹

奏
楽

や
合

唱
部

の
大

会
が

あ
る

限
り

、
や

は
り

結
果

を
求

め
ら

れ
る

し
、
生

徒
が

結
果

を
求

め
よ

う
と

す
る

の
は

当
た

り
前

で
あ

る
。
そ

の
意

識
を

変
え

る
こ

と
は

、
簡

単
で

は
な

い
。
学

校
単

位
で

の
参

加
で

は
な

く
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
く

と
あ

り
が

た
い

。
合

唱
は

、
拠

点
校

部
活

動
か

ら
ス

タ
ー

ト
さ

せ
た

い
。

 

・
先

生
方

の
な

か
に

は
、

部
活

動
を

や
り

た
い

先
生

も
い

る
が

、
や

り
た

く
て

も
子

育
て

等
で

で
き

な
い

人
も

い
る

。

兼
職

兼
業

を
無

理
な

く
進

め
て

い
く

こ
と

で
、
学

校
に

あ
る

貴
重

な
専

門
性

を
う

ま
く

活
用

し
た

い
。
た

だ
し

無
理

-5-
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は
さ

せ
な

い
。

地
域

の
方

で
見

て
く

だ
さ

る
方

が
い

る
と

あ
り

が
た

い
。

 

 【
３

グ
ル

ー
プ

】
 

 
（

飯
田

市
美

術
博

物
館

と
の

連
携

に
つ

い
て

）
竜

峡
中

美
術

部
の

よ
う

に
市

内
の

９
校

か
ら

依
頼

が
あ

っ
た

と
し

た

ら
、

年
１

回
ぐ

ら
い

な
ら

受
け

入
れ

る
こ

と
は

で
き

る
。

 

 
部

活
動

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
見

る
に

、
部

活
動

未
加

入
の

生
徒

が
文

化
系

の
地

域
ク

ラ
ブ

に
加

入
し

て
い

る
割

合

は
少

な
い

た
め

、
メ

ニ
ュ

ー
（

活
動

）
を

提
示

す
る

だ
け

で
は

参
加

に
つ

な
が

ら
な

い
可

能
性

も
あ

る
の

で
は

。
 

⇒
子

ど
も

達
は

メ
ニ

ュ
ー

を
知

ら
な

い
だ

け
な

の
で

、
活

動
を

知
れ

ば
そ

れ
な

り
に

参
加

し
て

く
れ

る
と

思
う

。
チ

ラ
シ

だ
け

を
見

て
行

く
子

は
ほ

と
ん

ど
い

な
い

。
参

加
し

て
楽

し
か

っ
た

子
が

友
達

を
誘

っ
て

広
が

っ
て

い
く

と
い

っ
た

口
コ

ミ
の

力
が

大
き

い
。

そ
の

た
め

に
は

保
護

者
の

方
に

も
理

解
し

て
も

ら
い

勧
め

て
も

ら
う

こ
と

が
大

切
。
 

 
吹

奏
楽

部
は

土
日

も
活

動
を

し
て

い
る

た
め

難
し

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
そ

の
他

の
文

化
部

は
土

日
で

あ
れ

ば
出

ら

れ
る

気
が

す
る

。
た

だ
、

文
化

部
の

生
徒

で
習

い
事

を
や

っ
て

い
る

子
も

多
い

。
 

 
地

域
移

行
を

進
め

る
上

で
、
吹

奏
楽

の
よ

う
な

コ
ン

ク
ー

ル
で

の
上

位
入

賞
を

目
指

す
も

の
と

、
美

術
の

よ
う

に
レ

ク
的

に
取

り
組

め
る

も
の

と
両

方
を

一
緒

に
考

え
て

い
く

の
は

難
し

い
。

 

 
時

間
外

勤
務

が
大

変
と

い
う

声
も

あ
る

が
、

年
間

20
日

登
校

日
数

を
増

や
せ

ば
６

時
間

目
の

授
業

分
は

賄
え

る
。

毎
日

５
時

間
授

業
す

れ
ば

、
部

活
動

を
や

っ
て

４
時

半
に

帰
れ

ば
平

日
の

部
活

動
は

勤
務

時
間

内
に

収
ま

る
の

で
、

移
行

期
間

は
登

校
日

数
を

増
や

す
こ

と
を

考
え

て
は

ど
う

か
。

 

 （
４

）
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

南
信

教
育

事
務

所
飯

田
事

務
所

 
内

田
指

導
主

事
よ

り
 

 
本

日
は

部
活

動
の

地
域

移
行

や
地

域
連

携
を

考
え

る
上

で
大

切
な

話
が

た
く

さ
ん

出
て

き
た

。
そ

の
中

で
一

番
の

核

に
な

る
の

は
、
「

子
ど

も
達

が
や

り
た

い
こ

と
を

実
現

で
き

る
か

」
そ

れ
を

作
っ

て
い

く
ん

だ
と

い
う

と
こ

ろ
が

外

れ
て

い
な

け
れ

ば
、
百

瀬
先

生
が

や
っ

て
こ

ら
れ

て
い

る
よ

う
な

活
動

が
地

域
と

の
連

携
の

中
で

も
作

っ
て

い
け

る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

 
百

瀬
先

生
は

中
学

校
の

先
生

な
の

で
子

ど
も

の
こ

と
も

よ
く

知
っ

て
い

て
、

対
話

の
時

間
も

取
れ

る
部

活
動

だ
が

、

地
域

の
指

導
者

の
方

が
、
ど

の
よ

う
に

子
ど

も
と

の
対

話
の

時
間

を
取

っ
た

り
、
子

ど
も

の
「

や
り

た
い

」
を

待
っ

た
り

を
で

き
る

か
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

、
指

導
者

の
育

成
の

と
こ

ろ
の

課
題

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

 

 
先

生
の

転
勤

の
お

話
も

あ
っ

た
が

、
先

生
と

地
域

の
方

が
一

緒
に

関
わ

っ
て

活
動

し
て

い
く

こ
と

が
あ

れ
ば

、
先

生

と
や

っ
て

き
た

こ
と

を
地

域
の

方
も

よ
く

知
っ

て
い

て
、
次

の
先

生
が

顧
問

に
な

っ
た

と
し

て
も

持
続

し
て

い
く

よ

う
で

あ
れ

ば
、
地

域
と

し
て

の
よ

り
良

い
部

活
動

の
あ

り
方

に
な

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
部

活
動

の

指
導

を
続

け
た

い
と

思
っ

て
お

ら
れ

る
先

生
が

、
い

わ
ゆ

る
兼

職
兼

業
届

を
出

し
て

、
部

活
動

の
指

導
を

続
け

ら
れ

る
、
し

か
も

自
分

の
地

元
の

地
域

で
で

き
る

と
い

う
環

境
が

あ
る

と
、
み

ん
な

が
と

て
も

幸
せ

に
な

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
一

緒
に

勉
強

さ
せ

て
頂

き
な

が
ら

よ
り

良
い

環
境

を
整

え
て

い
け

た
ら

良
い

。
 

-6-



文
化
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
に
向
け
た
令
和
６
年
度
の
取
組
（案
）

資
料
１

部
員

外

吹
奏

楽

拠
点

校
部

活
動

全
市

型
ク

ラ
ブ

（
音

楽
）

地
域
の
指
導
者

社
会

教
育

活
動

（
社

会
教

育
関

係
団

体
等

）

民
間

の
塾

・
ク

ラ
ブ

部
員

部
員

外

合
唱

拠
点

校
部

活
動

民
間

の
塾

・
ク

ラ
ブ

社
会

教
育

活
動

（
社

会
教

育
関

係
団

体
等

）

そ
の

他
(美

術
等

)

全
市

型
ク

ラ
ブ

民
間

の
塾

・
ク

ラ
ブ

社
会

教
育

活
動

（
社

会
教

育
関

係
団

体
等

）

部
員

顧
問

顧
問

★
課
題
★

「
楽
器
に
親
し
み
た
い
」

「
普
段
と
違
う
楽
器
を
演
奏
し
た
い
」

と
い
う
生
徒
が
一
緒
に

活
動
す
る
の
は
難
し
い

○
令
和
８
年
度
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

・
生
徒
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
の
取
組
で
あ
り
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
生
徒
の
た
め
の
環
境
整
備
と
合
わ
せ
て
、
地
域
全
体
の
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
つ
な
げ
る
。

①
現
在
、
休
日
に
活
動
を
し
て
い
る
生
徒
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
、
現
在
休
日
に
活
動
の
あ
る
吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
に
つ
い
て
は

拠
点
校
部
活
動
を
導
入
す
る
。
顧
問
の
先
生
に
加
え
、
地
域
の
指
導
者
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
的
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
担

う
人
材
発
掘
に
つ
な
げ
る
。

②
全
市
型
ク
ラ
ブ
（
様
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
）
に
つ
い
て
、
現
状
調
査
と
並
行
し
て
試
行
的
に
実
践
し
て
い
く
。

オ
ケ

友
ク

リ
ニ

ッ
ク

地
域
の
指
導
者

例
：

人
形

劇

●
現
在
休
日
に
活
動
の
あ
る
分
野

●
地
域
全
体
の
文
化
芸
術
の
振
興

に
つ
い
て

●
令
和
６
年
度
の
取
組

ユ
ー

ス
ク

ラ
ブ

(い
い

だ
人

形
劇

セ
ン

タ
ー

)

全
市

型
ク

ラ
ブ

ほ
っ

こ
り

(い
い

だ
人

形
劇

セ
ン

タ
ー

)

地
域

学
校

地
域

学
校

地
域

学
校

現
代

人
形

劇

伝
統

人
形

劇
(黒

田
人

形
・

今
田

人
形

)
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拠
点
校
部
活
動
エ
リ
ア
モ
デ
ル

A
拠
点
校
⇒
A
ク
ラ
ブ

B
拠
点
校
⇒
B
ク
ラ
ブ

C
拠
点
校
⇒
C
ク
ラ
ブ

資
料
２

吹
奏
楽
部

○
吹
奏
楽
部
※
令
和
5
年
度
か
ら
遠
山
中
は
「
総
合
文
化
部
」

○
合
唱
部

⇒
既
に
部
活
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
や
、
部
員
数
が
少
な
い
学
校
も
あ
る
。

拠
点
校
部
活
動
エ
リ
ア
モ
デ
ル

●
拠
点
校
部
活
動
導
入
の
ね
ら
い

・
部
活
動
の
無
い
学
校
の
生
徒
も
他
校
の
活
動
に
参
加
で
き
、
選
択
肢
が
増
え
る
。
部
員
数
の
少
な
い
学
校
の
活
動
維
持
に
つ
な
が
る
。

・
学
校
単
位
で
は
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ク
ラ
ブ
へ
移
行
し
て
い
く
際
の
指
導
者
の
確
保
に
つ
な
が
る
。

休
日
活
動
の
あ
る
部
活
動
の
令
和
４
年
度
時
点
の
状
況

旭
ヶ
丘
中
と
緑
ヶ
丘
中
の
み
の
た
め
、

２
校
で
の
拠
点
校
を
想
定
。

A
〜
C
の
枠
組
み
を
想
定
。
(学
校
同
士
で
協
議
し
、
段
階
的
に
導
入
)

合
唱
部
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全
市
型
ク
ラ
ブ
（
様
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
）
の
検
討
に
つ
い
て

資
料
３

○
ス
テ
ッ
プ
１
（
R
5
末
～
R
6
前
半
）

現
状
調
査

・
民
間
の
塾
・
ク
ラ
ブ
の
活
動
調
査

・
社
会
教
育
活
動
の
把
握
（
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
中
学
生
と
の
活
動
に
関
し
て
の
意
向
確
認
）

・
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
調
査

(部
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
「
求
め
る
レ
ベ
ル
・
内
容
」
、
「
希
望
す
る
曜
日
・
時
間
帯
」
等
を
追
加
し
、
よ
り
詳
細
な
ニ
ー
ズ
把
握
を
図
る
。
2
月
実
施
予
定
)

○
ス
テ
ッ
プ
２
（
R
5
末
～
R
6
前
半
）

中
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
の
比
較
・
分
析
・検
討

○
ス
テ
ッ
プ
３
（
R
6
前
半
～
R
6
中
半
）

全
市
型
ク
ラ
ブ
の
開
設

◆
地
域
活
動
等
の
状
況
◆

試
行
的
に
実
施

R5
.1
1〜

R6
.1

ジ
ブ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
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○
○
部

A
中

○
○
部

B
中

①
合

同
部

活
動

②
競

技
別

拠
点
校

部
活

動
拠
点
校
・
委
任
指
導

拠
点
校

ク
ラ
ブ

(
仮
称
）

冬
季
ジ
ブ
ン
・チ
ャ

レ
ン
ジ
期
間
で
の
講

座
等
の
案
内

文
化
講
座

①
教

育
委

員
会

が
運

営
す

る
講

座
な

ど

全
市
型
競
技
別

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

ラ
グ
ビ
ー

バ
レ
ー
部

バ
ス
ケ

空
手

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

陸
上

弓
道 e
tc
・
・
・

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

A
中

B
中

Ｃ
中

合
唱
ク
ラ
ブ

吹
奏
楽

希
望
者

合
唱

希
望
者

合
唱

希
望
者

吹
奏
楽

希
望
者

モ
デ
ル

1 拠 点 校 型

吹
奏
楽
部

A
中

B
中

Ｃ
中

合
唱
部

吹
奏
楽

希
望
者

合
唱

希
望
者

合
唱

希
望
者

吹
奏
楽

希
望
者

モ
デ
ル
２ 全 市 型

全
市
型
ク
ラ
ブ

全
市
型
競
技
別

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

ラ
グ
ビ
ー

バ
レ
ー
部

バ
ス
ケ

空
手

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

陸
上

弓
道 e
tc
・
・
・

吹
奏
楽

人
形
劇

も
の
づ
く
り

合
唱

美
術

文
化
ク
ラ
ブ
・
講
座 e
tc
・
・
・

飯
田

地
域

ク
ラ

ブ

社
会
教
育
活
動

社
会
教
育
関
係
団
体

総
合
型
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

e
tc
・
・
・

民
間
の

塾
・
ク
ラ
ブ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

理
科

家
庭
科
e
tc
･･
･

飯
田
市
の
目
指
す
移
行
モ
デ
ル

教
育
委
員
会
（
連
携
協
議
会
）
は
全
体
を
把
握
し
、

ク
ラ
ブ
運
営
を
管
理
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会

教
委
育
委
員
会

資
料
４

関
係
団
体

教
委

育
委
員
会

サ
ッ
カ
ー

希
望
者

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー

希
望
者

研
究

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー

希
望
者

サ
ッ
カ
ー

希
望
者

運
営
主
体
例

総
合
型
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
関

係
団
体

≒
楽
し
む
場
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ス
ポ
ー
ツ
庁
・文
化
庁
か
ら
の
提
言

参
考
資
料
１
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★
取
組
の
目
的

中
学
生
が
、
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
の
中
で
、
主
体
的
に
様
々
な
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長

と
豊
か
な
社
会
性
を
育
む

１
生
徒
が
や
り
た
い
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
で
き
る
地
域
環
境
を
つ
く
る

２
生
徒
が
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
場
を
つ
く
る

３
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
り
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
意
識
と
習
慣
を
育
む

４
高
い
技
能
レ
ベ
ル
を
も
つ
生
徒
を
地
域
で
育
む

地
域
移
行
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

＜
中
学
生
の
志
向
＞

✔
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い

✔
多
様
な
種
目
を
楽
し
み
た
い

✔
特
定
種
目
の
技
能
、
競
技
力
を
高
め
た
い

★
中
学
生
が
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
連
携
協
議
会
の
設
立

（
文
化
部
会
と
ス
ポ
ー
ツ
部
会
）

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
関
係
者
が
集
い
、
中
学
生
期
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
今
後
の
方
向
性
を
協
議
す
る

★
中
学
生
の
主
体
的
な
活
動
の
場
＝
地
域
の
単
位

１
中
学
校
区
・
・
・歩
い
て
行
け
る
身
近
な
活
動
の
場

【
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
地
区
サ
ー
ク
ル
】

２
全
市
・
・
・多
様
な
レ
ベ
ル
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
の
場

【
全
市
型
競
技
別
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
(R
1
～
先
行
実
施
)、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
民
間
ク
ラ
ブ
】

３
飯
田
下
伊
那
・
・
・希
少
種
目
や
限
定
的
な
指
導
者
に
よ
る
活
動
の
場
(相
撲
、
ラ
グ
ビ
ー
等
）

★
Ｒ
１
か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
組

＜
取
組
の
前
提
＞
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
に
よ
る
取
組

１
生
徒
の
主
体
性
を
基
軸
と
し
た
活
動
（冬
季
・ジ
ブ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
）

２
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な
が
る
チ
ー
ム
づ
く
り
(筑
波
大
学
Ａ
Ｄ
と
の
研
修
会
等
）

３
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
間
の
適
正
化
（
部
活
動
総
時
間
数
6
6
5
時
間
→
4
3
0
時
間
）

４
心
身
の
成
長
を
支
え
る
指
導
の
適
正
化
（
指
導
者
の
心
得
6
か
条
・筑
波
大
学
A
D
と
の
研
修
会
）

社
会
教
育

・
全
市
型
競
技
別
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

・
指
導
者
研
修
会
等

★
Ｒ
５
〜

＜
部
活
動
地
域
移
行
＞

今
後
の
中
学
生
の
活
動
イ
メ
ー
ジ 主
体
的
な
参
加

・
部
活
動
地
域
移
行
→
中
学
生
の
た
め
の
よ
り
良
い
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
っ
て
い
く

≠
こ
れ
ま
で
の
部
活
動

従
来
の
部
活
動
を
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
も
の
で
は
な
い

・
大
切
に
し
た
い
こ
と
「
部
活
動
の
意
義
：
異
年
齢
と
の
交
流
に
お
け
る
人
間
関
係
の
構
築
、
自
己
肯
定
感
や
責
任
感
、
連
帯
感
の
育
成
」
「
指
導
者
の
心
得
6
か
条
」

学
校
教
育

・
部
活
動
方
針
の
遵
守

・
生
徒
が
主
体
と
な
る
部
活
動
等

・
一
つ
の
こ
と
に
脇
目
も
ふ
ら
ず

⇒
多
様
な
経
験
、
多
様
な
人
と
の
出
会
い

・
⻑
時
間
練
習
に
よ
る
能
⼒
の
向
上

⇒
科
学
に
基
づ
い
た
効
率
的
な
練
習
に
よ
る
能
⼒
の
向
上

「
子
ど
も
の
た
め
」
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
よ
う

部
活
動
地
域
移
行
を
見
す
え
た
『め
ざ
す
姿
』と
取
組
の
全
体
像

参
考
資
料
２
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休
日
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
段
階
的
な
移
行
イ
メ
ー
ジ

R
5

R
8

～
目

指
す

姿

学
校

　 　 ＊
R

８
末

休
日

部
活

動
な

し
  

 平
日

は
学

校
部

活
動

　 ＊
学

校
教

育
と

社
会

教
育

の
連

携
＊

生
徒

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
持

続
可

能
な

豊
か

な
文

化
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

環
境

地
域

　

R
6

R
7

推
進

計
画

飯
田
地
域
ク
ラ
ブ

①
拠
点
校
型

②
全
市
型

兼
職
兼
業
教
員
・
地
域
の
指
導
者

単
独
・
拠
点
校
部
活

委
任
指
導

教
員
・
外
部
指
導
者

部
活
動
指
導
員

各
地
区
の
ク
ラ
ブ

①
中
学
校
区
型

②
拠
点
校
型

③
全
市
型

兼
職
兼
業
教
員
・
地
域
の
指
導
者

飯
田
地
域
ク
ラ
ブ

①
中
学
校
区
型

②
拠
点
校
型

③
全
市
型

兼
職
兼
業
教
員
・
地
域
の
指
導
者

飯
田
地
域
ク
ラ
ブ

①
拠
点
校
型

②
全
市
型

兼
職
兼
業
教
員
・
地
域
の
指
導
者

生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
出
す

（
ジ
ブ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
等
の
活
用
）

休
日
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
期
間
Ｒ
８
年
度
末
休
日
部
活
動
な
し

社
会
教
育
活
動

(社
会
教
育
関
係
団
体
等
)

⺠
間
の
塾

ク
ラ
ブ
等

社
会
教
育
活
動

(社
会
教
育
関
係
団
体
等
)

⺠
間
の
塾

ク
ラ
ブ
等

⺠
間
の
塾

ク
ラ
ブ
等

推
進
計
画
作
成

拠
点
校
部
活

委
任
指
導

教
員
・
外
部
指
導
者

部
活
動
指
導
員

平
日
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
の

情
報
共
有

部
活
動

委
任
指
導

教
員
・
外
部
指
導
者

校
⻑
会
・
専
門
委
員
会

に
よ
る
拠
点
校
等
の
枠

組
み
づ
く
り
の
検
討

各
地
区
の
ク
ラ
ブ

①
中
学
校
区
型

②
拠
点
校
型

③
全
市
型

地
域
の
指
導
者

社
会
教
育
活
動

(社
会
教
育
関
係
団
体
等
)

⺠
間
の
塾

ク
ラ
ブ
等

社
会
教
育
活
動

(社
会
教
育
関
係
団
体
等
)

社
会
教
育
活
動

(社
会
教
育
関
係
団
体
等
)

⺠
間
の
塾

ク
ラ
ブ
等

組
織
、
運
営
体
制
完
成
、
拠
点
校
ク
ラ
ブ
確
定
、
指
導
者
の
確
保

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
、
関
係
団
体
へ
の
理
念
と
推
進
計
画
の
理
解
促
進
説
明
会
の
実
施

指
導
者
登
録
バ
ン
ク
、
研
修
シ
ス
テ
ム
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
完
成
・
謝
⾦
、
送
迎
等
持
続
可
能
な
財
源
の
確
保
・
⺠
間
企
業
と
の
連
携

平
日
の
部
活
動
と
休
日
地
域
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
・
平
日
部
活
動
の
在
り
方
の
検
討

参
考
資
料
３
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